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認知症特集　令和3年9月20日……32……令和3年9月20日　認知症特集

　認知症サポーターは、認知症についての正しい知識を持ち、認知症の人や家族へ
の理解と気遣いができる応援者です。草加市には、認知症サポーターが１１,975人
います（令和３年9月現在）。もっと多くの方に認知症サポーターになっていただき、
認知症の人が自分らしく穏やかに暮らせるまちになることを目指しています。

脳の働きが悪くなることで、全ての認知症の人に共通
して起こる症状です。
治りにくい症状ですが、治療で症状の進行を緩やかに
することは可能です。

認知症の人ご本人の身体不調や、不適切な介護や環
境など、さまざまな原因で本人の不安・ストレスがたま
り、起こる症状です。
★身体の不調や精神的なストレスを取り除くようサポー
トすることで、症状を改善できることがあります。

　７月２９日（木）に、草加市文化会館において認知症サポーター養成講座
が開催され、２９人の方が新たに認知症サポーターになりました。
　サポーター養成講座では、認知症の病気のことや対応方法、まちで認知
症の人に会ったときの声のかけ方等を学びます。
　「お仕事をしている若い世代の方も参加しやすいように、夜間に開催しまし
た。定員を超える応募があり、認知症への関心の高さがうかがえます。」と
主催した新田東部地域包括支援センター。

認知症は、誰もがなり得る身近な病気です。高齢化が進む日本では、65歳以上の４人に１人が認知症またはその予備軍（軽
度認知障害）と言われており、誰でも歳をとるほど、認知症になる可能性が高くなります。
認知症になると、さまざまな原因で脳の働きが悪くなり、記憶力や判断力が低下し、日常生活に支障が出てきてしまいます。
認知症の人をサポートするためにも、まずは、認知症の症状を理解することが大切です。

知ってほしい認知症の症状とサポート 私たちが地域で見守っています

認知症サポーター

参加者の声

認知症のことをさらに詳しく

症状の例

本人が落ち着くまで一緒に
散歩し、頃合いを見て自宅へ
誘導するのもよいでしょう 「それは大変」「困ったね」など、

まずは本人の気持ちに共感し、
話を聞いてあげましょう

サポートするときのポイント
①ありのままを受け入れる……………▶症状を理解し、こちらが感情的にならない
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶１人の人間として尊重して接する
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶間違いを無理に正そうとし、プライドを傷つけない

②ひとりぼっちにしない………………▶症状を進行させないよう、脳に刺激のある生活を送る
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶趣味や遊びを通しコミュニケーションを取る

③本人ができることはしてもらう……▶できることは本人でやることで、症状の進行を緩やかにする
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶体調を崩さないよう、生活リズムや環境を整える
　　　　　　　　　　　　　　　　　▶転倒しないように見守る

認知症サポーターはオレンジリングを身に着けています！

　少し問題のある行動をする高年者の方がおり、それが認知
症によるものなのか、またどう対応したら良いのか学びたく
て受講しました。
　目線や話し方のコツなどこれから参考にできそうです。

　途中に寸劇が入っているなどわかりやすい講座でした。
　今日学んだ認知症の方への対応方法は、認知症に限らず、
障がいを持つ方など誰に対しても大切になる対応だったので、
心に留めて関っていこうと思いました。

　認知症サポーター養成講座は、どなたでも受講できます。
　今年度の開催予定は、裏面へ。詳細はホームページ（右記QRコー
ド）からもご覧になれます。
　また、町会やＰＴＡの集まり等１０人程度が集まれば、出張認知症
サポーター養成講座を行います。 講座の開催については、長寿支援
課（048-922-2862）までお問合せください。

認知症サポーターが続々誕生！

知ってあんしん 
認知症ガイドブック
2021年度

認知症普及啓発アニメ
「もしお客様が認知症だったら？」

埼玉県作成の、認知症普及啓発アニメです。認知症についての
基本的な知識や、認知症の人に対応するときの心構えなどを、
アニメで学ぶことができます。
認知症の人と接する機会の多い民間事業者の方向けに作成され
たアニメですが、どなたでもわかりやすい内容になっていますの
で、埼玉県ホームページ（下記QRコード）からぜひご覧ください。

認知症について知っておきたい基
礎知識や、認知症の状態に合わ
せて利用できる制度・サービス、
相談できる医療機関等の情報を
まとめたガイドブックです。
市役所の長寿支援課や地域包
括支援センターで配布している
ほか、草加市ホームページ（下
記 QR コード）からも閲覧で
きます。
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灯りを落とす、
体を温めるなど、

本人がリラックスできる
環境を作りましょう

草加市高年者応援サポーター
そうたくん

周りの人ができるサポート

中核症状 行動・心理症状（BPSD）

言動を否定せず、場所を移動する、
話題を変えるなど対応しましょう

（寸劇の様子）

（講義を受ける様子）

QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。


